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▲ステージで各国の言語で「核兵器廃絶」をアピール 

▲広島からの長崎大会参加者 
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▲280人がペナント１万枚を掲げて 

▲平和公園に到着する行進者 

▲スタート前の参加者 
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広島県労連 (2) 

広島合同労組 

定期第53回大会 

 第53回定期大会は

７月23日に開催。23

年間委員長を努めた門田勇人氏が退任し、山

岸憲幸氏が執行委員長となり、新たなスター

トを切りました。討論では、広島精研工業菅

�一さんが、「裁判に勝って課長に復帰。こ

れまでの支援に感謝する」と話し、生協ひろ

しま労組西野慶兼さんは、「23年ぶりに2000

円ベースアップを勝ちとった。組織拡大がん

ばる」と決意を語り、成田紫乃さんは、「県

民の浜で働いていた。指定管理選定時の呉市

のやりかたはあまりにもひどかった。選定議

事録を請求するとほぼ黒塗りで出てきたのは

ビックリ」と話しました。 

№403 

年金者組合定期大会 

 ７月28日

定期大会に

はオンライ

ンを含め41

名が参加。

利元克己委員長は「広島県本部が機関紙普及率全

国１位、年間拡大率３位になった」と報告し、さ

らなる組織拡大に奮闘しようと訴えました。 

 討論では、「補聴器の公的助成制度を」「作品展

を拡大して、演芸や交流を深めるものにして欲し

い」などの要望がありました。コロナ禍で３年間

活動が困難になっていましたが、各支部とも総会

の開催やレクリエーションなど活発に活動してい

ることなど、本来の年金者組合の活動が積極的に

行われている様子が生き生きと報告されました。 

平和のための広島の 

戦争展 
 第27回平和のための広島の戦争展

は、８月18日から21日県民文化セン

ター地下展示室で開催され、４日間で

770人が詰めかけました。「爆弾の欠片

を持ったらすごく重かった。これが子

どもたちに刺さったらと思ったら、す

ごく恐ろしくなった」「子どもが使う茶

碗や皿の絵に戦闘機や日本国旗がびっ

しり描かれていることに恐怖を感じま

した」「当時の兵隊の装備品を身に着け

ました。この装備で殺し殺されたかと

思うと、怒りを通り越す思いです」な

どの感想が寄せられています。 

＝ジェンダー平等川柳におもいを馳せて＝ 
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▲ジェンダー平等川柳をバックに発言する浜崎理恵さん 

▲元安橋でガンバロー 

▲体験コーナーで軍服を身に着け
る本田さん 

▲戦意を高める子ども絵本 

▲砲弾 (25キロ）、持ち上げられない
ほど 

▲戦争時代の非常袋・奉公袋 

国労広島地方本部が 

定期大会を開催 

 国労広島地方本部は、８月19日、

広島ロードビル会議室で第79回定期

地方大会を開催しました。大会では、

ＪＲ各社の人減らし合理化と人件費

の削減が、若年労働者の退職への引

き金となり要員不足を引き起こして

いること。「地域公共交通活性化再生

法改正法案」が可決したもとで、地方

の過疎化に拍車をかける安易な「ロー

カル線切り捨て」は許さない。合理化

攻撃に抗いながら、職場の労働条件

改善のたたかいと組織拡大を運動の

両輪として、職場・地域から全力で奮

闘する発言が多く述べられました。 

 ８月４日答申された広島県最低賃金970円は低額であり、

さらに引き上げることを求めます 

 中央最低賃金審議会（厚生労働相の諮問機関）が７月28

日、2023年度の最低賃金の引き上げ額の目安を答申しまし

た。全国加重平均で時給1002円です。目安通りに決まれば、

現行961円から41円の増額です。これを受けて、広島地方最

低賃金審議会・岡田行正会長は、令和５年８月４日、「広島

県最低賃金を時間額970円に改正することが適当である」旨

の答申を、広島労働局長に対して行いました。 

 

 コロナウイルスの蔓延と急激な物価高で、とりわけ低所得

と言われる非正規労働者や女性労働者は困難な状況に追いや

れてきました。この引き上げ水準では深刻な物価上昇にとて

も追いつきません。 

 困窮世帯を対象にしたＮＰＯ法人キッズドアが行ったアン

ケートでは、「子どもに食べさせるために親の食事を減らし

たり、抜いたりしている」との回答が49％にも上りました。

実際に保護者が一日一食しか食べない人が17％、一日２食の

人が47％にも上るという結果です。子どもについては一日３

食を食べていないという回答が38％ありました。このような

実態を象徴するように、学校給食が食べられない長期休み明

けになると、ガリガリに痩せた子が登校してくるという実態

が報告されるようになっています。こんな状態を放置してい

いはずはありません。 

 このような実態を解消するためには、最賃の大幅引き上げ

が最も有効ではないかと考えます。６月の消費者物価は、前

年同月比3.3％増と22カ月連続で上昇しています。食料品な

ど生活必需品の高騰は、とくに低所得層に大きな打撃となっ

ています。物価高を上回る最賃引き上げが必要です。 

 広島県では、ご承知のように、人口流出がここ数年全国１

位と不名誉な実態が続いています。青年・若者の県外流出を

止めるためには、最賃の大幅引き上げが必要です。全国的に

は、国の引き上げ目安額を超える答申がなされています。 

 以上の理由から、広島県においても、国の目安額を大幅に

上回る引き上げを求めるものです。 

広島県最低賃金改定に対する

異議申出          神部 泰 
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郵政ユニオン定期大会 

 私たち郵政産業労働者ユニオンは７月

７日と８日にかけて全国大会を執り行い

ました。大変に白熱した議論を経て大会の

方針を決めました。それを受け、郵政産業

労働者ユニオンの中国地方本部は１週間

後の７月16日に中国地方大会を開催しま

した。各支部から提起された課題をみんな

で討議し、大会を終えました。その中でも

とりわけ熱心な議論となったのが組織拡

大でした。

これからも

闘 う 労 働

組 合 と し

て進ん で

参ります。 


